




要約 

抗 HTLV-1 抗体を間接螢光抗体法(IF)、ゼラチン凝集法（PA)、ウェスタンﾌブロット法(WB)

の三法にて種々のサンプルを測定した結果、マススクリーニングに一般的に用いられてい

る PA には疑陽性のみならず疑陰性も存在することが分った。輸血による HTLV-1 の伝播防

止の為に、IF 又は PA をスクリーニングにもちいたデータから、両方ともほぼ同等の満足

できる感染防止効果が得られた。又、HTLV-1 の gag及び env の中の種々の領域の合成ペプ

タイドを用いた酵素抗体法を行ない HTLV-1 保有者の血清と特異的且つ高頻度に反応する

領域が存在することが明かとなった。 


